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え：よしだみずほ

今年も、中津市内の福祉団体、ボランティアグループの協力のもと、「２０１２夏 ボランティ

ア体験月間」の取り組みがおこなわれました。小学生から社会人までの9６名がボランティアと

して参加体験しました。この事業の目的でもある、ボランティア体験が身近に感じてもらい活動

のきっかけづくりとなりました。今年は、初めての参加者が多かったようでした。参加者はボラ

ンティア活動を通じて次回参加をする時には自分から積極的にできる事を探すなど、理解が深ま

りとても意義のある体験ができたように思いました。また、多くの出逢いや、楽しかった思い出

がたくさんできたようでした。
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今年の夏はひときわ暑かったように感じました。毎年そのような事を言っているようで、スッカ
リ去年の事は忘れている私。夏のお疲れ女子会を開催し、生ビールで乾杯！！「ピーチク、パーチ
ク」とおしゃべりし、あっという間に６時間。友達の子どもに命が授かり、何と４０代にして若い
“おばあちゃん！”ビックリと羨ましさの連続でした。私も早くおばあちゃんになりたいような、
なりたくないような…複雑なきもちです。

～ボランティアコーディネーター：わたなべゆかり～

８月３１日（金）、三光支所の会議室で開かれた「三光観光ボランティアガイドの会」

活動会議におじゃましました。活動としては、観光地ガイドをしたり、三光地域で伝わる

実話、民話などを紙芝居にして、いきいきサロンや老人会、学校に出向いたりと幅広い年

代層の方に継承しています。地域の古い歴史がとてもわかりやすい文章で書かれ、鮮明な

色づかいが組み合わさり、とてもステキな紙芝

居でした。

先日、８月６日に小学校の平和授業で、『八

面山より平和の願いを込めて』の紙芝居をしま

した。子ども達は、この身近な場所で戦争が起

き、戦死した話に驚きと平和への尊さを強く感

じていたようでした。また、他の紙芝居では三

光に住んでいても知らなかった歴史、風土の素

晴らしさが語られ、地域の人からは、「感動し

た」「三光の良さを改めて知ることができた」

「その場所に一度行ってみたい」などと会のみなさんの夢や希望に繋がったようです。

紙芝居１本を作成するには、３カ月程度の時間

がかかり、何の紙芝居にするかなどの起しの部分

からメンバーみんなで悩んだりしながら作成して

いますが、みなさんの喜ぶ顔を活力にして、今後

も紙芝居を作り続けていきたいと笑顔で話して下

さいました。今後の活動が期待されます。

「三光観光ボランティアガイドの会」の活動の中で、ガイドや紙芝居を
することで、地元の人や観光で来ている人に、歴史や地域の良さを改め
て知っていただき、喜んでくれる人々がいるかぎり、地域の良さを語り、

受け継ぐ活動を今後も続けていきます。

情報コーナー

企業・団体の社会貢献やボランティア活動の推進を図るために本研修を開催します。

企業・団体としてできる具体的な取り組み方、効果的な進め方についての理解を深める内

容になっています。

《 日 時 》２４年９月１９日（水）14：00～受付

《 会 場 》大分市府内町 トキハ会館 5Ｆ

《 資料代 》５００円

※参加希望者は９月12日までに、中津市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター

に連絡をして下さい。詳細をご説明します。 電話 ２3-２０９５

今年で8年目となる障がい児長期休暇支援事業

《さんぽ》は、夏休み期間中の障がいのある子

どもたちの預かりの場として定着してきました。

今年は小学校1年生～高校3年生の24名の子ど

もの利用があり、ボランティアは高校生から70

代の方まで、230名の登録がありました。

今回初めて参加された方も多く「最初は不安だっ

たが、子どもたちが素直でとても楽しく過ごせ

ました。ぜひ来年も参加したい」と笑顔で帰っ

ていくボランティアの方々の姿が印象的でした。

これからも《さんぽ》を通して、地域に障がい

者に対する理解と笑顔の輪を広めていきたいと

思いました。参加・協力してくださった皆様、

ありがとうございました。

へんしゅうこうき

～会よりメッセージ～

※現在4作品の紙芝居のご紹介をします。

・八面山より平和の願いを込めて

・箭山の古池

・荒瀬井堰

・和気清麻呂と箭山のいのしし


